
問

何
度
も
見
直
す
機
会

が
あ
っ
た
が
立
ち
止
ま
ら

ず
、
設
計
の
見
直
し
、
や

り
直
し
を
行
わ
な
い
こ
と

へ
の
第
三
者
委
員
の
答
申

を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

市
長

専
門
委
員
の
事
実

認
定
で
、
「
価
格
の
見
直

し
の
た
め
の
変
更
は
さ
れ

て
い
る
が
、
設
計
の
大
幅

な
見
直
し
は
さ
れ
て
い
な

い
」
、
設
計
見
直
し
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に

関
す
る
議
会
で
の
議
論

は
、
「
遂
次
市
民
へ
の
丁

寧
な
説
明
が
必
要
で
あ
っ

た
」と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

事
実
認
定
や
提
言
を
厳

粛
に
受
け
止
め
、
真
摯
に

対
応
す
る
。

市
政
全
体
の
視
点
で
捉

え
、
職
員
に
十
分
把
握
さ

せ
、
特
に
建
設
関
係
部
署

に
は
指
摘
内
容
を
業
務
執

行
改
善
に
反
映
す
る
。

問

議
会
議
決
を
経
ず
に

指
示
書
に
よ
る
変
更
増
額

と
、
意
思
決
定
に
至
る
経

過
を
含
め
た
公
文
書
の
あ

り
か
た
、
市
職
員
に
対
す

る
市
訓
の
内
容
は
。

市
長

「
経
過
を
含
め
た

意
思
決
定
に
至
る
過
程
を

確
認
で
き
る
文
書
の
作
成

と
管
理
を
す
べ
き
」
と
の

提
言
を
ふ
ま
え
、
「
適
切

な
文
書
の
作
成
と
管
理
」

に
取
り
組
む
よ
う
全
庁
に

訓
を
発
し
た
。

公
文
書
管
理
条
例
の
制

定
の
必
要
性
も
含
め
検
討

を
指
示
し
た
。

工
事
の
増
額
変
更
は
、

既
に
関
係
規
定
を
見
直

し
、
金
額
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
議
決
を
経
て
契
約

変
更
す
る
と
明
文
化
し
、

運
用
を
徹
底
し
て
い
る
。

問

幹
部
職
員
の
処
分
・

前
市
長
の
道
義
的
・
倫
理

的
責
任
は
。

市
長

管
理
職
員
の
立
場

に
あ
っ
た
職
員
の
職
務
遂

行
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と

審
査
会
で
判
断
さ
れ
た
。

答
申
に
お
け
る
「
市
政

の
執
行
責
任
」
と
い
う
指

摘
を
踏
ま
え
れ
ば
当
然
責

任
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の

責
任
を
行
政
機
関
側
か
ら

問
う
手
段
は
事
実
上
な

い
。

問

市
長
の
給
与
減
額

は
、
副
市
長
や
幹
部
職
員

よ
り
も
減
額
と
な
る
。
市

の
最
高
責
任
者
と
し
て
の

任
務
か
ら
考
え
れ
ば
、
懲

戒
的
処
分
の
最
高
事
例
に

基
づ
き
６
ヵ
月
が
妥
当
で

は
な
い
か
。

市
長

制
度
上
特
例
と
し

て
期
間
を
定
め
た
減
額

は
、
条
例
上
の
給
与
月
額

が
逆
転
す
る
も
の
で
な
く

問
題
な
い
。

問

監
査
の
責
務
、
再
発

防
止
の
対
策
は
。

監
査
委
員

財
務
監
査
を

中
心
と
し
て
、
年
計
画
に

基
づ
い
て
定
期
監
査
を
し

て
い
る
。
市
の
対
応
の
確

実
な
実
施
を
促
す
こ
と
が

再
発
防
止
と
な
る
。

問

市
民
か
ら
「
今
回
の

件
で
議
会
と
し
て
議
決
責

任
は
重
い
」
と
の
声
が
あ

り
、
議
会
と
し
て
も
真
摯

に
受
け
止
め
る
べ
き
と
思

う
。
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鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
が
４
日
開
会
さ
れ
、
日
本

12

共
産
党
市
議
団
を
代
表
し
て
坂
本
昌
栄
議
員
が
総
括
質

問
を
行
い
、
①
新
文
化
会
館
建
設
に
関
す
る
第
三
者
調

査
・
検
証
専
門
委
員
の
答
申
、
②
経
済
情
勢
、
③
農
業
、

④
大
荒
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
整
備
に
つ
い
て
、
市

当
局
を
質
し
ま
し
た
。

文
化
会
館
問
題

議
会
の
責
任
は
重
い

第５９回田川地区母親大会が１日開催されまし

た。土田文子弁護士が記念講演を行い、もう

始まっている改憲の動きを阻止するためには

「悩む時間があるなら、まずは動く」「変えない

ことのポジティブさを伝える」など行動提起しま

した。菅井・坂本両市議が参加しました。

人
材
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
は

問

地
元
企
業
の
人
材
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。

市
長

省
力
化
や
効
率
化

を
図
る
た
め
の
設
備
投
資

に
よ
っ
て
対
処
す
る
方
法

も
有
効
で
、
本
市
で
は
生

産
性
向
上
特
別
措
置
法
に

よ
る
認
定
を
受
け
た
中
小

企
業
に
は
、
平
成

年
度

30

に
新
規
に
導
入
す
る
先
端

設
備
の
固
定
資
産
税
を
３

年
間
減
免
し
て
い
る
。

企
業
の
人
材
育
成
や
事

業
承
継
の
支
援
、
女
性
や

高
齢
者
な
ど
多
様
な
人
材

の
労
働
参
加
、
外
国
人
材

の
活
用
等
を
検
討
す
る
。

自
由
貿
易
協
定
の
農
業
へ
の
影
響
は

問

農
業
へ
の
自
由
貿
易

協
定
の
影
響
と
対
策
は
。

市
長

協
定
発
効
に
よ
り

生
産
額
の
減
少
が
懸
念
さ

れ
る
。

米
国
か
ら
Ｔ
Ｔ
Ｐ
以
上

の
譲
歩
が
求
め
ら
れ
る

と
、
農
畜
産
物
の
価
格
下

落
や
営
農
意
欲
の
減
退
が

懸
念
さ
れ
る
。

国
に
対
し
万
全
な
対
策

を
要
望
す
る
。

問

異
常
気
象
に
よ
る
米

の
減
収
と
、
コ
メ
政
策
見

直
し
の
影
響
、
農
家
へ
の

支
援
は
ど
う
か
。

市
長

米
減
収
は
市
全
体

で

億
２
千
万
円
と
試
算

12
し
て
い
る
。

直
接
支
払
交
付
金
の
廃

止
分
は
６
億
５
千
万
円
の

減
収
で
、
今
後
の
米
価
の

動
向
を
注
視
す
る
。

問

新
規
就
農
を
図
る
た

め
の
研
修
拠
点
施
設
の
提

案
が
さ
れ
て
い
る
が
。

市
長

人
材
育
成
拠
点
施

設
の
整
備
は
、
市
と
関
係

者
で
合
意
形
成
を
進
め
て

き
た
。
平
成

年

月
末

28

10

に
閉
館
し
た
“
い
こ
い
の

村
”
を
候
補
地
と
し
て
、

地
方
創
生
の
新
た
な
モ
デ

ル
と
し
た
い
。

大
荒
処
分
場
整
備
の
進
め
方
は

問

大
荒
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
整
備
で
、
処
理

水
を
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
と
し
た
が
、
土
地
改

良
区
や
Ｊ
Ｒ
等
と
の
進
め

方
は
。

市
長

関
係
者
と
早
期
の

合
意
形
成
を
目
指
し
、
庁

内
一
丸
と
な
り
供
用
開
始

に
支
障
が
な
い
よ
う
整
備

を
進
め
る
。



第
２
回
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
が

月

日

11

28

開
か
れ
ま
し
た
。

県
か
ら
の
国
保
納
付
金

に
関
わ
る
情
報
が
示
さ

れ
、
今
後
の
財
政
見
通
し

と
税
率
改
定
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

市
担
当
課
か
ら
、
来
年

度
か
ら
県
に
納
め
る
納
付

金
の
算
定
に
つ
い
て
、
県

が
前
期
高
齢
者
数
の
推
移

の
捉
え
方
を
間
違
え
た
こ

と
が
要
因
と
な
り
、
納
付

金
が
増
え
る
見
通
し
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
県
的
に
も
今

年
度
の
納
付
金
が
、
本
来

算
定
さ
れ
る
金
額
に
比
べ

少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

不
足
分
も
含
め
、
次
年
度

と
次
々
年
度
で
の
調
整
を

行
う
こ
と
や
、
激
変
緩
和

措
置
を
と
る
市
町
村
も
出

て
く
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

資
料
に
よ
れ
ば
、
鶴
岡

市
は
今
年
度
の

・
１
億

31

円
の
納
付
金
が
、

年
度

31

・
６
億
円
、

年
度

34

32

35

・
４
億
円
と
増
え
、

年
33

度
に
は

億
円
に
推
移
す

33

る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

納
付
金
が
増
え
ま
す

が
、
市
と
し
て
は
基
金
と

剰
余
金
を
活
用
し
て
、
可

能
な
限
り
来
年
度
の
国
保

税
を
引
き
下
げ
る
と
し

て
、
医
療
費
部
分
の
所
得

割
を
７
・
９
％
か
ら
７
・

８
％
に
、
介
護
保
険
分
の

所
得
割
２
・
５
％
を
２
・

％
に
、
均
等
割
１
万
８

35０
０
円
を
１
万
５
０
０
円

に
３
０
０
円
減
、
平
等
割

６
０
０
０
円
を
４
８
０
０

円
に
１
２
０
０
円
減
の
見

直
し
を
図
り
ま
す
。

今
年
度
比
で
加
入
者
一

人
当
た
り
約
０
・

％
、

85

１
０
２
４
円
の
引
下
げ
案

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

農
家
は
直
接
支
払
廃

止
と
米
不
作
で
減
収

負
担
軽
減
が
必
要

協
議
の
中
で
、
委
員
と

し
て
出
席
し
た
菅
井
巌
議

員
は
、
「
被
保
険
者
の
中

で
比
率
の
多
い
農
業
者

は
、
今
年
の
米
の
直
接
支

払
い
交
付
金
廃
止
や
、
不

作
に
よ
る
減
収
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
保
税
負
担
を

減
ら
し
て
ゆ
く
べ
き
」
と

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
納
付
金

に
関
す
る
全
県
的
な
動
き

に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、
保
険
料
徴
収
に
関
わ

る
激
変
緩
和
措
置
を
適
応

せ
ざ
る
得
な
い
自
治
体
が

９
つ
で
、
納
付
金
が
最
大

で
約

％
増
、
最
小
で
約

22

２
％
の
増
加
が
示
さ
れ
て

い
る
と
答
え
ま
し
た
。

市
当
局
で
は
、
今
後
、

県
国
保
運
営
協
議
会
で
来

年
度
保
険
料
に
関
わ
る
係

数
等
が
正
式
決
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
来
年
２
月
に

次
回
の
市
国
保
運
営
協
議

会
を
開
催
し
、
国
保
税
改

定
に
つ
い
て
協
議
決
定
し

て
ゆ
き
た
い
と
し
ま
し

た
。国

保
運
営
は
今
年
度
か

ら
県
と
市
町
村
の
共
同
運

営
に
な
り
、
今
回
の
納
付

金
の
増
加
な
ど
の
よ
う

に
、
県
の
運
営
が
市
町
村

の
保
険
運
営
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。今

後
、
全
国
的
に
も
同

様
の
問
題
が
波
及
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
11月29日入札分

・松ケ岡開墾士住宅（新徴屋敷）外構整備工事（羽黒町松ヶ岡地内）
（入札2業者）
(株)太田建設 8,650,000円（8,680,000円）工期～31/3/20（落札率99.65％）

温海庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
11月29日入札分

・温海地内土砂災害復旧工事（温海地内）（入札4業者うち1業者辞退）
(株)和泉工務店 7,900,000円（7,967,000円）
工期～31/3/20（落札率99.16％）

教育委員会社会教育課入札結果（ ）内は予定価格
11月29日入札分

・鶴岡アートフォーラム中央監視装置更新工事（入札3業者）
三和メイテック(株) 9,950,000円（10,830,000円）
工期～31/3/22（落札率91.87％）

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
11月28日入札分

・市公共下水道事業 雨水茅原1-1～1-2号新設工事（茅原地内）（入札
8業者）
有賀建設(株) 78,000,000円（80,560,000円）工期～31/3/27（落札率
96.82％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月26日入札分

・市公共下水道事業 汚水6号移設工事（鼠ヶ関地内）（入札2業者）
(株)マルゴ 13,300,000円（13,534,000円）工期～31/1/31（落札率98.27％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月30日入札分

・大淀川地内径150粍けぬき橋添架管改良工事（大淀川地内）（入札7
業者うち3業者辞退）
東洋空調工業(株) 5,850,000円（5,960,000円）
工期～31/3/20（落札率98.15％）
・小波渡地内径100粍配水管他移設工事（小波渡地内）（入札7業者う
ち2業者辞退）
(株)大山設備 7,200,000円（7,280,000円）工期～31/3/22（落札率98.90％）

11月26日入札分
・一般国道7号朝日温海道路工事に伴う径75粍配水管移設工事（鼠ヶ
関地内）（入札7業者うち2業者辞退）
(株)板垣水道 6,300,000円（6,371,000円）工期～31/1/31（落札率98.89％）

介
護
保
険
の
こ
れ
か
ら

を
考
え
る
学
習
会
が
２

日
、
第
四
コ
ミ
セ
ン
で
開

催
さ
れ
、
日
下
部
雅
喜
氏

（
大
阪
社
保
協
介
護
保
険

対
策
委
員
会
委
員
長
）
が

「
『
自
立
支
援
介
護
』
と

は
？
制
度
改
定
が
も
た
ら

す
も
の
」
と
題
し
て
講
演

し
ま
し
た
。

日
下
部
氏
は
、
２
０
１

５
年
度
の
介
護
保
険
改
定

後
、
現
状
は
重
い
介
護
負

担
に
よ
る
介
護
心
中
・
介

護
殺
人
、
毎
年
年
間
約
10

万
人
前
後
の
介
護
に
よ
る

退
職
者
が
発
生
し
、
重
い

介
護
費
用
の
経
済
的
負
担

や
、
退
院
後
行
き
場
の
な

い
介
護
難
民
な
ど
、
ま
さ

に
「
介
護
の
危
機
」
の
状

態
に
あ
る
と
告
発
し
ま
し

た
。さ

ら
に
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
は
、
そ
れ
ま
で

の
病
院
完
結
型
か
ら
地
域

完
結
型
に
移
行
す
る
と
し

て
、
生
活
上
の
安
全
・
介

護
・
予
防
な
ど
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
含
め
た
様
々
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
、
日

常
生
活
の
場
で
適
切
に
提

供
で
き
る
よ
う
な
、
「
川

上
か
ら
川
下
ま
で
の
提
供

者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
」
を
取
り
組
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の

予
防
給
付
を
総
合
事
業
と

し
て
、
新
た
に
緩
和
基
準

で
の
サ
ー
ビ
ス
等
で
、
無

資
格
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
安
上
が
り
な

サ
ー
ビ
ス
へ
の
置
き
換
え

を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
ま
し
た
。

日
下
部
氏
は
、
介
護
保

険
法
で
は
「
自
立
」
を
身

体
的
自
立
の
み
に
着
目
す

る
も
の
で
は
な
く
、
「
尊

厳
」
を
前
提
に
し
た
も
の

だ
と
述
べ
、
介
護
抑
制
の

た
め
の
「
自
立
支
援
」
で

は
な
く
、「
尊
厳
の
保
持
」

や
「
自
己
選
択
」
の
保
障

に
立
っ
た
総
合
支
援
が
必

要
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

こ
の
学
習
会
に
は
、
菅

井
巌
、
坂
本
昌
栄
、
長
谷

川
剛
、
山
田
守
各
市
議
が

参
加
し
ま
し
た
。


